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ｺの字ﾎﾞﾙﾄのご紹介です。

ｺの字ﾎﾞﾙﾄは角ﾊﾟｲﾌﾟに部品

を取付ける時に使用します。

写真1では歩道橋の手摺に

防護柵を取付けるために使

用されています。

表1のｽﾃﾝﾚｽ製

ｺの字ﾎﾞﾙﾄの他に、

材質が鉄で表面

処理が三価ﾎﾜｲﾄ

とﾄﾞﾌﾞがあり、5

0角×50角から35

0角×250角まで

の角ﾊﾟｲﾌﾟに対応

しています。

また、特寸ｻｲｽﾞ

のｺの字ﾎﾞﾙﾄやｺ

の字ﾎﾞ ﾙ ﾄ締

結に使用す

るﾌﾟﾚｰﾄの製

作もできま

す。

規格品の

詳細のｻｲｽﾞや価格はお問い合わせ下さい。

今回は、お客様のご要望にもとづき、製作さ

せていただいた4種類の「卵

形と球形のｼﾌﾄﾉﾌﾞ」をご紹介

します。

〇ｼﾌﾄﾉﾌﾞ1(写真3)

真ちゅう製で外面をﾊﾞﾌ仕

上げして、外観美を追求しま

した。めねじはUNF3/8"-24山

です。

〇ｼﾌﾄﾉﾌﾞ2(写真4)

ﾁﾀﾝ製で、ｱﾙﾐとｽﾃﾝﾚｽの中

間の重量感を求められる場合

に適用しています。めねじはM12です。

〇ｼﾌﾄﾉﾌﾞ3(写真5)

ｱﾙﾐ製で、黒色ｱﾙﾏｲﾄを施工

しています。形状はちょうど、

ﾆﾜﾄﾘの卵形をｲﾒｰｼﾞしています。

〇ｼﾌﾄﾉﾌﾞ4(写真6)

真ちゅう製で、外面をﾊﾞﾌ仕

上げして、外観美を追求しまし

た。

ｼﾌﾄﾉﾌﾞの材質は、軽い順に下

記の材料を使用しています。

1.ｱﾙﾐ(A2017)：比重：2.79

2.ﾁﾀﾝ(TB340)：比重：4.51

3.ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)：比重：7.93

4.真ちゅう(C3604)：比重：8.50

様々な機械や鉄道に使われているねじは、緩

むと大きな事故に直結する一方で、定期的なﾒﾝ

ﾃﾅﾝｽのときにはねじを取り外す場合があり、ね

じは「緩んでは困るが、必要なときには緩める

必要がある」というｼﾞﾚﾝﾏを抱えています。

通常、ねじが緩むことにより下記のような問

題が起こります。

１．軸力の低下

ねじは軸方向の力(軸力)に

よって被締結部材を挟み、固

定する部品です。ねじが緩ん

で軸力が低下すると部材の固

定が不十分になり、場合に

よっては部材から受ける力

によりねじが破壊されるこ

とがあります。

２．ねじの脱落

軸力がなくなり、ねじ

の緩みが進むと、ねじが

脱落し、機械や鉄道車両

からねじや部品が吹き飛

んで周囲の人や物にあた

り大事故につながる恐れ

があるため絶対に避けな

ければなりません。

これらの問題解決のために、緩み防止や脱落

防止対策を行った装置を多く見かけます。以下

（左下へ）

（右上から）

に京都鉄道博物館の展示物

にあった鉄道車両の台車を

取り上げて実施例をご紹介

したいと思います。

写真7はﾎﾞﾙﾄにﾅｯﾄをはめた後、ﾎﾞﾙﾄのねじ部

先端にあけた穴に割ﾋﾟﾝ(写真10)を挿入し、割ﾋﾟ

ﾝの先端を曲げて抜けないように施工されてい

ます。これにより、ﾅｯﾄはたとえ緩んだとして

もﾅｯﾄの脱落は防止できます。

写真8はﾎﾞﾙﾄ頭部側面に穴をあけて針金を通

し、同じように穴をあけた複数のﾎﾞﾙﾄ頭部とを

針金で結び、ﾎﾞﾙﾄが緩んで脱

落するのを防止します。

写真9は溝付き六角ﾅｯﾄ(写

真11)の溝に位置を合わせて

あけた、ﾎﾞﾙﾄのねじ部の穴に

割ﾋﾟﾝを挿入して、割ﾋﾟﾝの先

端を折り曲げて固定しています。この方法です

とﾅｯﾄの緩み回転を防止するので、ﾎﾞﾙﾄの軸力

が正常に保たれると考えられます(※1)。

ちなみに、上記の緩み止め・脱落防止対策は

従来から行われている方式です。最新の台車が

同じような対策を取られているのか、新しい方

式を採用しているのかについては分かりません。

何かの機会があれば調べてみたいと思います。

これまでの記事で論理回路の動作を紹介して

きましたが、今回はAND回路を内蔵したﾛｼﾞｯｸIC

(SN74HC08Nﾃｷｻｽ・ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ社)が、真理値表(表

2)の通りに動作しているのかどうかを実験によ

り検証してみました。

回路図は図2の通りです。

今回はICに内蔵されている4

個のAND回路のうちの1つを使

用します。4番ﾋﾟﾝが入力A、5

番ﾋﾟﾝが入力B、6番ﾋﾟﾝが出力

OUTです。OUT=1でLEDが点灯し、OUT=0で消灯し

ます。

電源は単3乾電

池(1.5V)2本を直

列に接続した3Vと

するので、真理値

表の1が+3V(Ⓗ)で、

0が0V(Ⓛ)となり

ます。従って、入

力A,Bの「1」,「0」

は図2の④と⑤を

ⒽかⓁのいずれか

に接続してｾｯﾄし

ます。

さて、図2の回

路図で回路を組む

のですが、最近は半田付けをしなくても、穴に

ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ線を差し込んで配線ができる、様々なﾌﾞ

ﾚｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞが市販されており、今回はこれを使っ

て写真12のように回路を組みました。

ﾌﾞﾚｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞの一番下側のﾗｲﾝが+3V(Hﾚﾍﾞﾙ)で、

その上のﾗｲﾝ

が0V(Lﾚﾍﾞﾙ)

です。前述の

ように、表2

に従って、4

番ﾋﾟﾝと5番ﾋﾟﾝ

をｼﾞｬﾝﾊﾟｰ線

によって、+3

Vﾗｲﾝか0Vﾗｲﾝ

のいずれかに

接続し入力を

ｾｯﾄします。

実験結果を写真13～16に示します。写真16の

2本のｼﾞｬﾝﾊﾟｰ線が共に3Vﾗｲﾝ(Hﾚﾍﾞﾙ)に接続され

たときだけ、出力がOUT=1(LED点灯)となってお

り、図2の回路が、表2の真理値表通りに動作し

ていることが確認できました。
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写真3 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ1

写真4 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ2

写真5 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ3

写真6 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ4

カ ス タ ム 仕 様 の 加 工 部 品 2 ２

角ﾊﾟｲﾌﾟ ねじ径 P H S

50角×50角
M8 60

80 30
M10 62

75角×45角 M8 85 70 30

75角×75角

M8 85 100 30

M10 87 105
35

M12 90 110

75角×125角 M12 90 160 35

100角×50角 M12 115 95 35

100角×100角
M10 112

135 35
M12 115

125角×65角
M12 140 95 35

M16 145 105 40

125角×75角 M12 140 110 35

150角×75角 M12 165 110 35

100角×100角 W3/8 112 135 35

表1 ｽﾃﾝﾚｽ ｺの字ﾎﾞﾙﾄ

写真2 ｺの字ﾎﾞﾙﾄ 図1 ｺの字ﾎﾞﾙﾄ図面

状態
入力 出力
A B OUT

1 0 0 0

2 0 1 0

3 1 0 0

4 1 1 1

表2 AND回路
真理値表

写真7 脱落防止
(割りﾋﾟﾝ)

写真8 脱落防止
(ﾜｲﾔﾘﾝｸﾞ)

写真9 緩み止め
(溝付き六角ﾅｯﾄ+割りﾋﾟﾝ)

写真12 ﾛｼﾞｯｸICの実験装置

写真13 状態1
A=0,B=0,OUT=0

写真16 状態4
A=1,B=1,OUT=1

写真14 状態2
A=0,B=1,OUT=0

写真15 状態3
A=1,B=0,OUT=0

図2 ﾛｼﾞｯｸICの実験回路※1※2

※1 使用しないAND回路の入力はHかLに接続する必要がありま
す。
※2 回路構成にもよりますが、AND回路の出力電流は10～20mA
程度が限界ですので、これ以上流す場合は、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ等でLEDを
駆動する必要があります。詳細はﾒｰｶｰの仕様書を参照願います。

写真1 ｺの字ﾎﾞﾙﾄ用途例

※1 写真7～9の用途が脱落防止か緩み止めかはあくまでも私
見です。

写真10 割りﾋﾟﾝ

写真11 溝付き六角
ﾅｯﾄ


